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幼児の自発的な歌についての一考察 

―延長保育での遊び・生活に着目して― 

 

A study on children spontaneous singing:In relation to play and activities during the 

period of extended daycare 

 

山口惠美子（東京福祉大学短期大学部） 

Emiko Yamaguchi（Tokyo University School of Social Welfare Junior College） 

 

(要旨) 

幼児における「豊かな表現」は、自らの素朴な表現の体験が重要であり、音楽以前の子どもの表

現を大切にすることが重視されている。幼児の「豊かな感性や表現力」は、生活や遊びの中で自ら

発する自由な音声や言葉での表現が受け入れられ、自己表現への意欲を高めることができる。こう

した場における子どもの表出活動に着目して、保育園における子どもの行動観察により子ども独自

の発声を捉える事は、幼児の表現活動の研究において重要である。 

自発的な歌が発現するまでの様子の事例観察を実施し、表現活動を分析し、発現の状況や人との

関わりを捉えることにより自発的な歌発現の持つ重要性を明らかにすることを目的とする。 

本研究では、子どもの生活や遊びの場として保育園の延長保育時間帯において、本研究者および

担当保育士が保育園児とかかわる中で、園児たちが遊んでいるときの声を ICレコーダーに録音し、

自発的な歌など音楽的に表出した部分についてコンピュータに取り込み、分析した結果、自発的な

歌は、幼児にとってその時々や場面に応じて心地良く表現できる方法がとられており、その時々の

イメージに沿ったものであった。用いられる言葉は、幼児の言葉自体への興味、心情体験の表現で

あった。延長保育という場で観察したことにより、2 時間程の時間の中での動から静への展開があ

り、その中で園児たちが自身の内面を表出しやすくなる時間帯、場面が認められた。 

 現場の行動観察の記録から、幼児の自発的な歌が人間形成の伸長に有用であることが立証され

た。 

(キーワード) 

遊び、表現、歌、人との関わり、延長保育 

 

１.はじめに 

幼児期の教育は、子ども自身の生活を大事にする

ことが基本とされている。音楽的活動は、人間固有

の根源的活動であり、民族文化の根幹をなしている

ともいえ、人格の基礎を養うとされる幼児期の音楽

活動については、特に自分なりの仕方で表現しよう

とする意欲を養う事が重要であると考える。 

保育所保育指針（2018）や幼稚園教育要領（2018）

においても、保育内容「表現」には「感じた事、考

えたなどを音や動きなどで表現したり、自由にかい

たり、つくったりする。自分のイメージを動きや言

葉などで表現したり、演じて遊んだりするなどの楽

しさを味わう」という項目がある。さらに「子ども

の自己表現は素朴な形で行われることが多いので、

保育士等はそのような表現を受容し、子ども自身の
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表現をしようとする意欲を受け止めて、子どもが生

活の中で子どもらしい様々な表現を楽しむことがで

きるようにすること」とされている。 

一方、現代社会では多様な文化的刺激が子どもを

取り巻いている。音楽的な環境について言えば、多

様な音楽文化が取り入れられ発信されており、子ど

もたちはテレビなどの媒体による一般的な環境から

の音楽、保護者が好んで聞く音楽、幼稚園保育所な

どの保育の場で、子ども向けに選択された音楽など、

性質の異なる音楽に触れている。一方、子どもはそ

の発達段階に応じて自然にリズム、音の高低、言葉

をもって、自分の内側にある感情や思いを表出して

いる。やがてそれらが、外部からの刺激への調整を

経て、洗練され豊かな内容を持つようになるわけで

あるが、「豊かな感性や表現力」が育まれる素である。

自ら発する自由な音声や言葉での表現が受け入れら

れ、自己表現への意欲を高めることがまず重要であ

ろう。 

しかし、保育現場では一般的に、音楽の領域の保

育は保育者主導によって、望ましい音楽的表現の習

得が目指されている事が多い。子ども自らの自由な

表現が受容され、そこから発展されるよりも、まと

まった音楽活動へと導かれていると言える。子ども

が自らの感情や身体状況、気持ちを音声によって自

由に表出、表現することはどこで出来るのであろう

か。近年は何れの場も大人中心の生活になり、子ど

もの生活リズムや子どものレベルに合わせた、ゆっ

たりした時間や空間が矮小化している。こうした中

では、子ども独自の音声的表現などは、着目、受容

されにくく、子ども自身もそうした表現の心地よさ

を十分感じる体験を経ないで、既成の音楽活動に入

っているといえよう。 

幼児における「豊かな表現」は、自らの素朴な表

現の体験が重要であり、音楽以前の子どもの表現を

大切にする必要がある、との視点で子どもの生活の

場を捉えた時、そのような事が可能な場として、幼

稚園や保育園の延長保育、預かり保育が考えられる。

この時間は比較的、個々の子どもの生活リズムや遊

びに任される。一方で保育者の見守りがあるため、

安定した居場所となり、子どもたちは安心して自分

の気持ちを表出できる状態にあるといえる。 

子どもたちが遊びの中で自然発生的に生じる歌は、

研究者によって「つぶやき歌」(細田,1998)、『つく

り歌』坂井・五味(2003）などと名付けられている。 

細田(1998)は、既成曲を歌うときと比べて「つぶ

やき歌」の発声は自然で柔らかく、独り言をつぶや

いているかのように、静かで落ち着いた声でうたっ

ている。身体やのどには無理な力が入っていないた

め、聞いていて気持ちのいい声である。全体的印象

としては、自然で柔らかく、無理のない声でうたっ

ている。うたっている子どもの様子からは、自分が

安心できる環境におり、気持ちが安定していること

が見てとれる。気持ちに合わせて僅かに、あるいは

大きく体を揺らして拍子をとることが、うたってい

るときの気持ちを支えているようである」としてい

る。 

こうした場における子どもの表出活動に着目をし

て、保育園における子どもの行動観察により子ども

独自の発声を捉える事は、幼児の表現活動の研究に

おいて重要であると考える。 

 

２. 目的 

保育園児の自発的な歌による事例観察を実施し、

表現活動を分析し、発現の状況や人との関わりを捉

えることにより自発的な歌発現の持つ重要性を明ら

かにする。 

 

３．方法 

(1)研究対象 

Á 県 B 市の市立 C保育園の延長保育園児、3歳児 15

名の中で自発的な歌を多く歌った 4 名（B 子、D 男、

K 男、N 子）と 4 名に関わりがあった園児を対象とす

る。 

(2)研究の方法 

201X年10月～翌年6月、C保育園にて本研究者が、

週 1 回程度（おやつ時間を除き、16：00～18：00）
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名前
A子 B子 C男 D男 E子 F男 G子 H男 I子 J子 K男 L男 M子 N子 O男 回数

前期 2 3 0 7 0 2 3 0 0 7 1 1 9 35

中期 1 1 0 1 1 2 2 3 2 2 1 2 6 24

後期 0 13 0 7 0 1 1 4 0 0 7 2 0 3 2 40

総合集計 3 17 0 15 1 5 6 7 0 2 16 4 3 18 2 99

園児たちが遊んでいるときの声を ICレコーダーに録

音し、自発的な歌など音楽的に表出した部分につい

てコンピュータに取り込み、音楽的要素を分析し、

研究者や友だちとの関わりを記録しておく。 

観察を実施した保育園への配慮により年表記を伏

する。 

本研究者および担当保育士が園児とかかわる中で、

自発的な歌が発現するまでの様子を観察し記録する。 

全く自然な状況で、自発的に歌われている歌の収

録は、幼児が歌っているときに録音しようとすると、

声が小さくなったり、歌をやめてしまったりなど難

しいと坂井・五味(2003)は述べている。 

本研究では、保育所の許可を得て延長保育の約 2

時間、IC レコーダーを録音状態にして、子どもたち

に気づかれないようにロッカーの上に置いた (外遊

びの時は研究者のポケットの中に入れた)うえで、子

どもたちの行動観察をし、自発的な歌を歌っている

場、およびその前後の子どもの言動や状況を記録し

分析することとした。このことにより、子どもたち

は録音を意識することなく自然な状況で、遊びに専

念することができる。 

(3)使用機器 

SONYの ICレコーダー『ICD-SX734』を用いて 

延長保育時の音を録音した。 

 

４. 結果と分析 

(1) 自発的な歌の発現頻度 

録音収集日数は開始日 201X年 10月 10日～最終日

の翌年 6 月 27日の間の 31日間で、録音収集数は合

計 99 個であった。 

なお、成長過程によって出現回数に差が出てくる

のかを調べるために、前期を 10 月 10日から 12月 19

日、中期を 1 月 9 日から 3 月 27 日、後期を 4 月 11

日から 6 月 27日として、各期における各園児の自発

的な歌の発現回数を出生順に集計した（表 1）。その

結果、全体的な特徴的傾向はなく、発現回数の多か

った 4名についてみると、B 子は、前・中期に比して

後期の発現回数が多いが、D 男と K男は前・後期が同

じ頻度で発現しており、N 子は前期が最も多く、中

期・後期と発現回数が減っている。 

表 1 自発的な歌の発現回数 

 

 

 

(2) 自発的な歌の１日の平均発現回数 

研究データとして次の基準によって採用した。 

調査期間全体で自発的な歌発現の回数が多かった

B 子、D男、K男、N 子の 4名（表 2）（図Ⅰ）の自発

的な歌について、出生順に分析を進めていくことと

した。 

表 2 延長保育の利用回数と自発的な歌の回数 

名前 B子 D男 K男 N子 

自発的な歌の回数 17 15 16 18 

延長保育の利用回数 27 18 30 28 

子どもたちの延長保育の利用回数は異なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 自発的な歌の１日の平均発現回数（出生順） 

(3)自発的な歌を歌い始めるまでの時間と歌の長さ 

 4名の調査対象園児が延長保育開始時刻から自発

的な歌を歌い始めるまでの時間とその時の自発的な

歌の長さを図 2 から図 5に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

（分後） 

図 2  B 子の歌い始めるまでの時間と長さ 
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B 子は、1回 20 秒以内の短い歌が延長保育開始後 

比較的散らばって発現している。60 秒以上およ 80

秒以上の歌が開始 60分あたりに発現している。 

 

                      

                       

 

 

 

 

 

図 3  D 男の歌い始めるまでの時間と長さ 

 

D 男は延長保育開始後 30分くらいまでは、比較的

短い歌が発現しているが、1 回だけ 20分経過後 50

秒くらいの歌が発現し、その後 50分過ぎから 70 分

くらいにかけてよく発現しており、100秒以上の歌も

見られる。 

 

 

 

 

 

 

                    

 

図 4  K 男の歌い始めるまでの時間と長さ 

 

K 男は 80 分くらいから 100分にかけて彼の歌の 3

分の 2くらいが発現している。前半は、あまり発現

していない。 

 

 

 

 

 

 

図 5  N子の歌い始めるまでの時間と長さ  

N 子は、他の園児に比して長い歌が多く、3分を超

えるものもある。 

 自発的な歌の発現時間帯は、4 名とも延長保育の後

半に盛んになることが認められた。長い時間の歌は、

4 名とも後半に集中している。このことは、戸外で活

発に体を動かして遊んだ後室内に入り動から静への

切り替えになる事が自発的な歌の発現に関係してい

ることが考えられる。そして、その時に生活や遊び

の変化が自発的な歌を発現し易い環境であり、自分

の気持ちを『歌う』ことが自然発生すると推察する。

そのような動から静へのホッと安定できる環境を構

築することが大切になると考えられる。 

細田(1998)は、子どもがつぶやき歌を歌い出す状

況は、子どもの環境や心の状態、気持ちの高まり等

が複合的に作り出していると述べている。 

一方渕田(2015)は、自分が歌いたい時に気ままに

歌う場合や自分が作った歌を歌う時には、本人の「内

からの働きかけ」によってうたわれるとし、ひとり

で何かをしている時につぶやき歌を歌っていること

が多くあったと述べている。また、人と関わりをも

つ中で発生したつぶやき歌は、人と一緒におどけた

り、ふざけたり、人に限らず何かに心がうかれたり

できる環境を用意しておくことも「音楽的表現」を

育てる環境として大切であるとしている。 

（4）自発的な歌発現の状況と人との関わり 

①B子の例 10 月 10日    

場所は、園庭のベンチ。 

時間は、延長保育開始 21分後に 14秒間。 

A 子、B子、G子、H 男、J子、M子、N 子たちがい

る。 

ベンチに腰掛けた研究者の膝の上に一人ずつ座り、

交代しながら遊園地の乗り物ごっこをした。自分に

都合のいい順番の主張になったため、ベンチの前に

１人ずつ入れる円を園庭に並べて描いた。子どもた

ちは、それぞれの円の中に入り順番待ちをした。そ

して自分の番になると研究者の膝に腰掛け 10円を入

れ（真似）、好きなアトラクションをリクエストす

る。アトラクションは、ロケット、滑り台、落とし
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穴の３種類から選択できるようにした。 

 

表 3  B 子の例 10月 10日 

A子 「Aちゃん」 
 3種類以外のリクエストをした。 
研究者 「Aちゃん、Aちゃん、かわいい Aちゃん」 
 歌った。 
N子 「次はB子ちゃんの好きなトムとジェリー」 
年中男児 通りがかりに履いていた靴を見せに来た。 
研究者 「あっ、かっこいいねー」 
年中男児「これねー赤色の」「赤色の車」 
研究者 「きれいな色だね」 
B子  「先生、Bちゃんるーとろがいい」 
研究者 「るーとろ？るーとろっていうの？」 
B子  「じゃーっち」 
研究者 「じゃーっち？」 
B子  「じゃーっちのるーとろ」 
研究者 「じゃーっちのるーとろってどうういうのかなあ」 
B 子 歌い始める。《リュウトロ リュウトロ かわいい
こ かわいい きょうもおとこと おんなのこ みつ
けたー またでた きょうも しごと がんばりまー
す リュウトロ》 
研究者 「上手だねえ」 

「はい、どうもありがとう」 

「るーとろっていうお歌があるんだね」  

B子 嬉しそうにキャキャキャと笑う。 

嬉しそうにエへへへと笑う。 

始めのうちは 3 種類から選択して乗り物ごっこを

していたが、A子が考えたものをリクエストし、それ

を研究者に歌ってもらうという実例を見た B 子は、

リクエストすることができることを知り興味が湧き、

自分もやってみたいという気持ちから B 子もリクエ

ストしたと考えられる。しかし、B子のいう「るーと

ろ」について研究者は把握しておらず、B子に尋ねた

ものの今度は「じゃーっち」という返答であったた

め、聞き返すことになった。B 子は「じゃーっちのる

ーとろ」と組み合わせた返答で、どのようなものな

のかを再び尋ねた。B子のリクエストについてこちら

側がすぐに理解できていたら研究者が歌っていたは

ずであろう。しかし、B 子のいう単語の意味も不明で

あったので「どういうのかなあ」と B 子に尋ねたこ

とが自発的な歌とし発現したと推測される。 

 

 ②D 男の例 5月 9日 

場所は、保育室の机。 

時間は、延長保育開始 2分後に 3秒間。 

延長保育開始直後、挨拶と出席をとるため席に着

こうとしている時である。D 男と A子、B 子、C男、E

子、F男、G子、H男、J子、K男、L 子、M 子、N 子、

O 男たちの 14名がいる。席は決まってはいるものの、

延長保育時では自由席としている。既に半数の園児

が着席しており、研究者は空いていた D 男の向かい

の席に座った。 

 

表 4 D男の例 5月 9日 

D男 「えみちゃん」 
B子 「Bちゃんのえみちゃんだよ」 
L子 「ちがう」 
B子と L子が実践者の膝の上に座りにきた。 

D男 「ぼく、まーえのここ」 
「ハンガーハンガー」 

A子 「えっ」 
N子 「Nちゃん Nちゃん」 

「ここだめ」 
この場所に座っていいかを確認した。 

B子 「早く早く」 
椅子を移動させながら研究者の隣に割り込もうとし

た。 
A子 「ねえ先生、Gちゃん」 
G子が座る席がみつけられないでいることを研究者に

知らせた。 
研究者 「Gちゃん、ここすわればいいじゃん」 
空いている横の側面の所に誘った。 

F男 「まてー」B子の後を追った。 
D男 「叩いたらだめだよ」 
B子 「いやー」と叫んだ。 
G子を見て「キャー」「アーー」 

D男 「うるさーい」 
G子 座るのを躊躇していた。 
B子 「キー」と叫んだ。 
D男 「うるさーい」「F男と一緒にさ、ここ」 
F男を隣に呼んだ。 

「チーン、ガシャッ、開いた」 
L子 「ねえねえ」 
B子 「キー」と叫んだ。 
D男 歌い始める。《バカやろうーん》 
 

D 男は、B 子と F 男がお互いに割り込みを巡って先

を争う中、手が出た事を自分の席の正面で目の当た

りにしたため注意を促したと思われる。B子の叫び声

に対して「うるさーい」と 2 度言ったものの効果が

なく叫び声が続き、苛立たしい思いが推測される。

本来なら「バカ」と言いたかったのではないか。し

かし、それを言ってしまうと益々B子がエスカレート

してしまうと瞬時に思ったのではないか。 

このように場を読み取る力が出てきたため人間関

係を温和に保とうとすることが自発的な歌となって

自然と表出したと推測される。 
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そして自発的な歌は、自分自身への内面のストレ

ス緩和になっていると推測される。黙ったままでは

なく感情を歌にして表出することにより自身が現状

を認め、納得するなど気持の安定が図られているの

ではないだろうか。このようなことに対し、大人は

もっと目を向け、意識して園児たちと関わっていく

事が幼児を理解する上で重要となってくると考える。 

時には本来ならば怒るところを、メロディーに乗

せ自発的な歌にすることで他者へストレートに怒り

をぶつけることを回避している。結果、その場の雰

囲気を壊さずに人間関係を保安しようとする行動に

つながったと考えられる。 

 

③K男の例 3月 27日 

場所は、保育室ロッカーの前。 

時間は、延長保育開始 6 分後に 2秒間。7 分後に 2

秒間。 

B 子、F男、K男、L子、M子、N 子たちがいる。 

ロッカーの前で椅子に座った研究者の膝の上に子

どもたちが座って 10円玉を入れる真似をし、遊園地

の乗り物に見立て、B 子、L 子、M 子、N 子たちと一

緒に乗り物ごっこを始めた。その手前に椅子を並べ

順番を待つ席を用意した。そこへ P 子が遅れて延長

保育士と一緒に入室した。当日のみ急遽延長保育を

することになったという連絡を受けている時に K男、

F 男が乗り物ごっこに加わってきた。F男が割り込ん

だため、N 子が大泣きになりそして F 男も「自分が先」

を主張し泣き出した。研究者が F 男に N 子の気持ち

を伝え研究者が仲立ちとなり対応をしていた。 

 

表 4  K男の例 3月 27日 
 
K男は、F男と一緒に来たが、割り込むことなく N子、

F男の様子を遠目に見ていた。 
研究者 「押さないでね、F男くん。押して痛かったん

だって。えい、えいってやって痛かったって」
「早くしたいのは分かるけど、手は出したらい
けないね」 
「L子ちゃんの次」「何に乗るの、次は」 

B子  「オチンチン」 
研究者 「やだそんなん」 

N子が先頭に並ぼうとした。 
研究者 「あっ、N 子ちゃん。M 子ちゃんが来た後で N
子ちゃんが来たよ。その後で二人が」 
B子  「おならがいい、おなら」 
研究者 「いやーん、もうちょっといいやつにしてー」 

 
B子  「おならがいい」 
研究者 「いやー」 

「何にしますか」 
B子  「じゃあとろろろろ」 
研究者 「M子ちゃん、次の人ここに座ってて。ここに

座ってたら乗れるよ」 
順番が先の B子の後に M子が椅子に座った。 

K男   歌い始める。（6分後に 2秒間） 
《タンタンうさぎ》 
「あじゃらして、あったんたんで、おーどろ」 

ふらふらと手足を動かす。 
B子  「タンタタタターラララー、きってらー、いな

くなーのはこしゅいん」と歌った。 
K男  歌い始める。（7分後に 2秒間） 

《ララララー》 

 F 男と一緒に乗り物ごっこに加わったとたん突然

F 男が割り込んだことは、K 男にとっては予想外のこ

とだと思われる。K男にしてみたら普通に乗り物ごっ

こに参加したつもりが F 男の割り込みによって N 子

が大泣きになり、それに加えて F 男までも泣きなが

ら主張し、修羅場となった中で板ばさみになり大き

な驚きと困惑であったと推測される。普段から争い

ごとの場面にほとんど遭遇しない K 男にしてみたら

その様な場面を目の当たりにし、その場から遠ざか

りたいという気持ちが湧いたのではないか。実際に

はその場からは離れてはいないが、心が K 男自身の

中に閉じこもり、何か楽しい事を空想するという防

御思考がはたらいたのではないか。うさぎという K

男にとって安心するものが心に現れ自発的な歌とな

り、さらに「あじゃらして、あったんたんで、おー

どろ」と喋りながら踊ることでうさぎの世界に浸り、

自然と困惑回避に繋げたと思われる。尚、このこと

もメロディーはついていないが自発的な歌に近しい

と考えられる。 

 

④N子の例 3月 27日 

場所は、保育室ロッカーの前。 

時間は、延長保育開始 3分後に 47秒間。 

B 子、F男、K男、L子、M子、たちがいる。 

ロッカーの前で椅子に座った研究者の膝の上に子

どもたちが順番に座り、10 円玉を入れる真似をし、

遊園地の乗り物に見立て、B 子、K 男、L 子、M 子た

ちと一緒に乗り物ごっこを始めた。その手前に椅子

を並べ順番を待つ席を用意した。そこへ P 子が遅れ

て延長保育士と一緒に入室した。当日のみ急遽延長
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保育をすることになったという連絡を受けている時

に F男が乗り物ごっこに加わってきた。 

 

表 5  N 子の例 3月 27日 

F男 「ねえぼくも入りたい」 
割り込んだ状況になった。 

B子 「ギャー」 
叫び声をあげ F男と押し合いになった。 

研究者 「つぶれちゃうねー」 
F男  「ねえ、ぼくもー」 
研究者 「で、誰だったっけ」「次の方ここ」 
並び順が分かるように示した。 

F男 N子を押した。 
N子  「やだ、やめて」「あーん」 
泣き出した。 

研究者 「あっ、F男くんが押して N子ちゃん泣かしち
ゃった」 

F男  「僕が先だったもん」 
研究者 「いやー違う違う。見てた見てた」 
F男 泣きながら 

「僕が先」「僕が先」「僕が先」「僕が先だっ
たもん」「僕が先」 

研究者 「と、思うでしょう」「と思っちゃうけど、実
は N子ちゃんがいたんだよね」 

F男  「ぼくもやりたかったー」「僕が先だったー」 
研究者 「先がいいんだよね」 
F男  「ねえ、僕が先だったー」 
研究者 「N子ちゃんがここにいたんだよ」 

N子が前にいたことを示した。 
N子  「何でー」 
研究者 「先だったもんね、N子ちゃんね」 

「F男くんも先だったもんね」 
N子と F男が泣きやみ、椅子に座った。 

研究者 「F男くんと N子ちゃん一緒」 
「一緒にしましょう」 

椅子を横に２つ並べた。 
「押さないでね、F 男くん。押して痛かった
んだって。えい、えいってやって痛かったっ
て」「早くしたいのは分かるけど、手は出し
たらいけないね」 

順番が先の B 子の次に M 子が、車のリクエストで乗
り物ごっこをした。 

「ここでさっきもめた F男くんと N子ちゃん
なんだな」「一緒にどうぞ。はい、10円ずつ
入れて下さい」 

N子と F男は、隣同士で実践者の膝の上に座り、お金
を入れる真似をする。 

F男  「ぼくロケット」 
研究者 「ロケットはダブルロケットですか」 
N 子  「N ちゃんは歌の、えっと、あのー、えっと、

かわいい」 
研究者 「かわいい歌ね」「N子ちゃんの歌が終わった

らロケット発射することにします。どうぞ」 

N子  歌い始める。 

《し っかり ないね いとぜい むりや りや  

いーくで のーすの この い きま》 

列に並んでいた N子は、F男に突然押されて泣いて

しまった上、「僕が先」を主張され困惑したと思わ

れる。しかし、N 子が前にいたことを代弁してもらっ

たことで落ち着きを取り戻したようだ。また、F男も

冷静さを取り戻したことで、場が和んだと考えられ

る。そして 2 人同時に行うことは初めての試みであ

り、N子たちにとっては新鮮でわくわくする気持ちが

湧き、自発的な歌として楽しみながら発現したと推

測される。 

 

５. 考察とまとめ 

 自発的な歌は、幼児にとってその時々や場面に応

じて心地良く表現できる方法がとられており、その

時々のイメージに沿ったものであった。 

東京都・北区保育実践研究グループ「つみ木の会」

著（2014）において次のような状況が報告されてい

る。自発的な歌とは、保育士に促されてではなく、

子ども自らが歌いだすということとして、それは子

どもの心情表現であるとみている。その具体例とし

て、「あそびながら小さい声で擬音語を発したり歌

を歌ったりしていた」「歌にすることで物やあそび

のイメージが広がったり、さらに楽しくなったりす

る」、「身のまわりのものや出来事、」「自分の思

いなどを、知らず知らずのうちにリズムや歌で表現

していた」と述べ、その中の中心的要素として、『あ

そびながら』、『小さい声で』、『擬音語を発する』

『イメージが広がったり』『さらに楽しく』が挙げ

られている。 

 用いられる言葉は、幼児の言葉自体への興味、心

情体験の表現であった。言葉の内容には、言語的意

味のある発声と意味の読み取れない発声とがあり、

その時の気分の変化によって言葉の内容や長さが大

きく変動すると思われる。単語としては意味を持つ

が、文として繋げると一貫性がなく意味が不明にな

るのは、園児がその瞬間の気持を表出し、音として

表現するだけのためであると考える。 

今川（2005）は、「人とのかかわり」を通して感

情の動きが引き起こされることと、多様な声による

表現とは、密接に関連している。と述べている。 

保育者は、園児一人ひとりの行動や言葉の理解と、

そこから発信される個々の思いを察知し汲み取って

いくことが重要であると考える。そのために常に
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個々の園児に対し興味をもって関心を示していくこ

とが大切である。それによって園児は、自信をもち

安心して自身の内面を表出することができる。この

ことが、園児との信頼関係の構築と、より良い人間

関係の形成に、大きな役割を果たし、園児たちへの

社会性の発達を助長していくと考える。 

本研究は、延長保育という場で観察したことによ

り、2時間程の時間の中での動から静への展開があり、

その中で園児たちが自身の内面を表出しやすくなる

時間帯、場面が認められた。このように個々がホッ

と一息ついて安心して自身の内面を引き出せる環境

整備を意識して行っていくことも大切であると考え

る。 

そして、観察記録より、幼児が自発的な歌を発現す

ることが、気持ちの解放や気分の安定、人との関わ

りなど、穏やかな自己表現を導き、人間形成の伸長

に有用であることが認められる。自発的な歌を大人

が共感することが分かるとさらに喜んで歌の充実に

つながるとともに自己を表現する自信につながって

いると考えられる。 

そして、個々の感情や周りの状況が大きく反映さ

れていることが分かった。また、自身の思いを表す

手段が単なる言葉ではなくメロディーを伴った歌に

なるという表現は、常にその時々の感情と一体化し

ていることが考えられる。 

 観察記録から、自発的な歌が出現した際、幼児が

表現した背景や状況を以下にまとめる。 

・興味があり、自身が持っているイメージを楽しみ

ながら、友だちから優しい言葉をかけてもらい機嫌

がよくなった。 

・順番待ちをしなければならないことは理解したが、

すぐには出来ない現実があり仕方がないと受け入れ

たものの気持ちは収まらないという葛藤がある。 

・すぐにやってみたいができないもどかしさ、他児

のする事を見て、自分もしたつもりになった。 

・他児に対して伝えたものの効果がなく叫び声が続

いたための苛立たしい思い。 

・瞬時に思い和らいだ時。 

・ブロックを組み合わせていることから「合体」と

戦隊ヒーローのイメージがわく。 

・困った時に楽しい事を空想するという防御思考  

や不安な時に自身を安心させたかった。 

・軽快に歌い始め自身のもつイメージの変化が本人

の世界観の中で創作物語を楽しむ。 

・新鮮でわくわくする気持ちなど 

歌となって多くの思いが表現されていることが認

められた。 

自発的な歌に興味をもって聴いてくれる他者がい

ることで、子ども同士や保育者とのコミュニケーシ

ョンがさらに広げられている。自身の歌を楽しむと

ともに他者が一緒になって聴いてくれる、あるいは

一緒にリズムに合わせて身体表現をしてくれるなど

楽しさを共有することにより、より一層楽しむとと

もに自己を表現する一つの手段となっていると考え

られる。 
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祉学研究科児童学専攻に提出した修士論文の一部を

加筆訂正したものです。ご指導ご助言を賜りました

先生方に深く感謝申し上げます。また、本調査にご
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